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(1) 6版女 第 41338 号 （蜘37年8月308貫3!1111侵四可l
台湾が日本統治下にあった大正から昭和にかけて、本県の漁師ら約140人が東北

部の港町・繭芳禎に移住した事実について、高知大学の吉尾寛名誉教授 (67)=東洋
史＝が実態調査を進めている。 一般にはほとんど知られておらず、 詳細が分かれ
ば、高知と台湾の新たな交流の芽になる可能性もあるが、史料が限られているのが
実情o 吉尾さんは、移住者の子孫らに情報提供を呼び掛けている。 （宮内萌子）
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